
ICNの普及率がISPの利益に与える影響の分析

1. 研究の背景

■ 従来のインターネット：DNS（Domain Name System)

■ コンテンツ名とIPアドレスを変換する名前解決が必要
■ 名前解決のオーバーヘッドが発生

■ 動画配信サービスの増加
■ 大容量かつ低遅延が求められるように
■ トラフィック量の増加

■ 情報指向ネットワーク：ICN (Information-Centric Networking)
が広く検討
■ 各ルータにてコンテンツをキャッシュ
■ コンテンツ名を宛名に要求を転送し，コンテンツを発見し

た場所から受信

■ ICNの導入に伴いトラフィックのパタンが変化し，ISP
（Internet Service Provider)の収益(トランジット費)が変化
■ ICNの導入は各ISP（Internet Service Provider)の経営判

断に依存

本研究の目的
■ 階層的なISP間のトポロジで，ICNの導入が各ISPの利益

に与える影響を解析式で導出
■ ICNの普及可能性を分析

3. 性能評価

4. 今後の取り組み

■ 各レイヤのISPがICNの導入を行うためのインセンティブ付

与方法を検討

■ 収益が増加するISPから増加収益の一部を徴収して基金

を作り，収益が減少するISPに基金から補助金を付与

■ 階層型ASトポロジを想定し，適切な補助金を解析的に導出

2. 各ISPの利益の導出

レイヤ1のISPはICN導入で利益が減少
⇒ ICNの普及促進にはインセンティブの仕組みが必要


